
 
 
＜報道関係者各位＞ 

 株式会社サンリオ（本社︓東京都品川区、社⻑︓> 朋邦、以下サンリオ）の⼈気キャラクター「ハローキティ」は、SDGs のゴール
11「住み続けられるまちづくり」について、国連⼈間居住計画（国連ハビタット）がサポートしているケニアでのスラムと呼ばれるインフォ
ーマル居住区※の課題を解決するために若者たちの⼒で変⾰を起こしている事例を取材に⾏きました。インフォーマル居住区での⽣
活の改善や世界中にいるハローキティのなかまたちにもこの活動を知ってもらう取材動画『キティと学ぼう【SDGs ゴール 11】「住み続
けられるまちづくり」』をハローキティ公式 YouTube チャンネル「HELLO KITTY CHANNEL（ハローキティチャンネル）」にて 3 ⽉
29 ⽇(⾦)に公開いたします。 
※インフォーマル居住区︓質の低い住宅が密集し、基本的なサービスが不⾜している、都市部の⼈⼝過密地帯のこと 
 

 
 
 

 
  
 
 
 
ハローキティは世界中のみんながなかよく暮らせることを願って、国内外の SDGs 活動を学び、多くの⼈に知ってもらう活動
（SDGs 応援活動）を続けており、2019 年 9 ⽉にはニューヨークの国連本部にて、国連機関と協⼒し SDGs をグローバルに
推進することを発表しました。世界中のみんなと⼀緒に SDGs について考えていけるよう、世界で起きていることや SDGs 達成の
ために⾏われていることを⽇本語版、英語版の動画にして公開しています。今回で第 6 弾となる動画は、世界中の都市やまちで
すべての⼈の⽣活の質を向上させることを使命とする国連機関「国連⼈間居住計画（国連ハビタット）」と協業によるものです。 
 
◆“スラム”の町にみんなが集うサッカー場や公園が登場。 
ハローキティは、国連ハビタットのミハル・ムリナールさんより、仕事を求めてアフリカ、アジア、ラテンアメリカの都市に移り住む⼈の
多くが「インフォーマル居住区」で暮らしていることを教えてもらいます。特に国連ハビタット本部があるケニアではインフォーマル居
住区に住む70％が若者で占められており、仕事や学校に近い安価な住宅が⼿に⼊るものの、⽔が⼿に⼊りづらく医療⽀援も
届きにくい、また⽕災や洪⽔などの災害と隣り合わせの状況にある、過酷な環境での暮らしを⽣活のために選ばざるを得ない
状況です。しかし、若者たちが主体的にボランティアに参画し、⾃らの町を改善していったマサレの事例を知り、⾃ら取材に出か
けることにしました。 
 
 
 
 
 
 

ニュースリリース 

国連との協働企画動画 第 6 弾 
ハローキティが若者の⼿によって“スラム”から脱却したまちを視察にケニアへ︕ 

国連ハビタット協働動画『キティと学ぼう【SDGs ゴール 11】「住み続けられるまちづくり」』 
前後編を 3 ⽉ 29 ⽇(⾦)公開 

2023 年 3 ⽉ 29 ⽇ 
株式会社サンリオ 

国連⼈間居住計画（国連ハビタット）のミハルさんより、インフォーマル居住区の課題を教えてもらったキティ。若者たちの⼿で町を改善していったケニアのマサレについて教えてもらいます。 
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ケニアで2番⽬に⼤きいインフォーマル居住区があるマサレにて、地元の若者たちがコミュニティの⼈々をサポートするためのプロ
ジェクト「マサレ・ルーツ・ユース・イニシアティブ」の活動を視察しました。かつてゴミ捨て場だった場所は、掃除し整備することでサ
ッカー場や公園として⽣まれ変わり、マサレに住む⼦どもたちがジェンダー平等などの社会的テーマやチームワークなどの⽣活スキ
ルを学ぶ社会的教育プログラムを実施する場や、コミュニティの⼈たちの対話の場になっていることを学びました。その地域の若
い⼈たちが変⾰の⼒を信じて⾏動すること、⼀⼈⼀⼈が⼒を合わせれば⼤きな変⾰を産むことを学びました。動画の最後で
は、世界中の⼈たちがこれからもなかよく暮らしていけることを願って、ゴール11「住み続けられるまちづくり」への想いを歌詞とダ
ンスにのせて、マサレのみなさんと⼀緒に踊りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆動画公開情報 

前編タイトル︓【SDGs ゴール 11】「住み続けられるまちづくりを」をキティと学ぼう︕
前編【ハローキティ SDGs 応援】 
⽇本語版URL︓https://youtu.be/tN2eN9MR4zc 
英語版URL︓https://youtu.be/sIsZYGixW88 
 
 
後編タイトル︓ 【SDGs ゴール 11】「住み続けられるまちづくりを」をキティと学ぼう︕
後編【ハローキティ SDGs 応援】 
⽇本語版URL︓https://youtu.be/LETynZyN_fg 
英語版URL︓https://youtu.be/wZBS2xWHDpc 
 
 

◆これまでの国連との協働動画について 
これまで、5つのゴールをテーマにした動画を⽇本語版と英語版にて配信しています。 
SDGs 応援 ハローキティチャンネル︓ 
https://www.youtube.com/playlist?list=PLBJ-cWZxdnYe6c-fzIaIAhXy2N73iquFJ 
 
 
 
 

  

ゴール 3「すべての⼈に健康と福
祉を」をキティと学ぼう︕ 

ゴール 4「質の⾼い教育をみんなに︕」を 
キティといっしょに︕ 

ゴール 5「ジェンダー平等を実現しよう」を 
キティと学ぼう︕ 

ケニアで第 2 のインフォーマル居住区「マサレ」へ かつてゴミ捨て場だった⼟地を地元の若者たちが整備 

ケニア・マサレのみなさんとゴール 11 を 
テーマにした歌を踊りました。 

みんなが集まる公園へと変化しました 



 
 
 
 

 

ゴール 13「気候変動に具体的な対策を」をキティと学ぼう︕ ゴール 14「海の豊かさを守ろう」をキティと学ぼう︕ 

 
◆ハローキティの SDGs 応援活動に関して 
「ハローキティ」は、世界中の⼈たちが笑顔でなかよくできることを願い、2018年 9 ⽉より⾃⾝の YouTube チャンネル
「HELLO KITTY CHANNEL（ハローキティチャンネル）」を通じて、「SDGs」のゴールに向かって⽇本で活動している⼈たち
を応援する活動をしています。また、2019 年からは国連との協働「#HelloGlobalGoals」により活動の場を世界に広げ、
様々な難しい課題に取り組んでいる⽅に会い、「SDGs」を達成するための取り組みについて勉強し、世界中のみなさまに紹介
しています。 
 
＜これまでの SDGs 応援活動＞ 
2018年 9 ⽉ 国内での SDGs 応援活動をスタート 
2019 年 3 ⽉ 河野太郎外務⼤⾂(当時)に SDGs についてインタビュー 
2019 年 6 ⽉ 世界海洋デーに兵庫県神⼾市舞⼦浜で海底クリーンアップイベントを開催 
2019 年 7⽉ ニューヨークの国連本部で⾏われた HLPF(※)にて登壇し⽇本の SDGs 応援活動をアピール 
2019 年 9 ⽉ アミーナ・モハメッド国連副事務総⻑に会いにニューヨークの国連本部を訪問 

国連との協働「#HelloGlobalGoals」を発表 
2019 年 10 ⽉ 国連との協働「#HelloGlobalGoals」 をスタート 
2020 年 1 ⽉ #HelloSDGs スペシャルサイト OPEN （https://www.hellosdgs.com/） 

インドネシア中学校取材動画公開（SDGs ゴール 4） 
2020 年 2 ⽉ バングラデシュの難⺠キャンプ取材動画を公開（SDGs ゴール 3） 
2020 年 4⽉ ヨルダン ザアタリ難⺠キャンプ取材動画を公開（SDGs ゴール 5） 
2021 年 6 ⽉ 海洋科学技術の研究機関「JAMSTEC」を取材した動画を公開 

タイ タオ島取材動画公開（SDGs ゴール 14） 
2021 年 6 ⽉ デロイト デジタルと株式会社今治「夢スポーツ」が共同で作成した環境教育冊⼦『わたし、地球』の 

⼀部をハローキティ主演で動画化 
2021 年 10 ⽉ 独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構(JICA）と正しい⼿洗い⽅法を伝える動画「キティといっしょに⼿を洗おう

（Let's wash our hands with HELLO KITTY）」を共同制作 
2022 年 3 ⽉ 国連と協働でデザインを開発したグッズ「ハローキティ SDGs」シリーズを発売 
2022 年 8⽉ ハローキティと⼀緒に SDGs を学ぶ⾃由研究シートを公開 
2022 年 9 ⽉ ⽇経 SDGs フォーラム シンポジウム登壇 
2023 年 3 ⽉ インド取材動画を公開（SDGs ゴール 13） 
2024年 3 ⽉ ケニア インフォーマル居住区取材動画を公開（SDGs ゴール 11） 

※HLPF…持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラム 
#HelloSDGs スペシャルサイト︓ https://www.hellosdgs.com/ 
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